


大
陸
に
大
志
を
か
け
た
青
年
期

　

明
治
45
年
（
1
9
1
2
年
）、
安
城
学

園
の
創
立
者
で
あ
る
寺
部
三
蔵
・
だ
い
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
少
年
時
代
は

手
の
つ
け
ら
れ
な
い
悪
童
と
呼
ば
れ
る

一
方
、
中
学
3
年
生
の
時
に
は
文
士
を
志

し
て
自
ら
同
人
雑
誌
を
発
刊
す
る
ほ
ど

の
読
書
好
き
で
も
あ
っ
た
。
大
学
時
代

は
マ
ル
ク
ス
・
ニ
ー
チ
ェ
・
荘
子
に
傾
倒
。

成
績
は
学
年
ト
ッ
プ
に
し
て
応
援
団
長

を
務
め
、
そ
の
破
天
荒
な
行
動
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
学
内
は
も
と
よ
り
大

学
の
あ
っ
た
京
阪
神
で
は
次
第
に
有
名

な
存
在
と
な
っ
て
い
く
。

　

そ
の
頃
か
ら
大
陸
の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
、
民
族
運
動
へ
の
憧
れ
か
ら
満
州

旅
行
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。
大
学

卒
業
後
は
蒙
古
連
合
自
治
政
府
の
国
造

り
の
た
め
の
官
吏
養
成
機
関
で
あ
る
蒙も

う
き
ょ
う彊

学
院
に
一
期
生
と
し
て
入
学
。
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
卒
業
後
は
そ
の
ま
ま
指
導
者

と
し
て
大
陸
に
残
り
、
そ
の
非
凡
な
才

覚
で
※
蒙
古
自
治
邦
政
府
内
を
異
例
の
早

さ
で
出
世
し
て
い
っ
た
。
戦
況
が
悪
化
す

る
中
、
30
歳
と
い
う
若
さ
で
日
本
の
県

知
事
に
あ
た
る
県
参
事
官
に
上
り
詰
め
、

司
法
・
行
政
を
一
手
に
握
る
現
地
司
政

官
と
し
て
活
躍
。
終
戦
時
は
ソ
連
の
参

戦
に
よ
り
大
混
乱
す
る
中
、
命
か
ら
が

ら
帰
国
。
安
城
へ
と
帰
郷
し
た
。

父
母
の
志
を
継
ぐ

　

失
意
の
中
、
し
ば
ら
く
心
身
の
整
理
を

し
た
後
、
翌
年
の
昭
和
21
年
か
ら
学
校
経

営
に
携
わ
り
、
安
城
女
子
専
門
学
校
、
安

城
女
子
職
業
学
校
で
教
鞭
を
と
る
。
し

か
し
そ
の
年
の
10
月
、
父 

三
蔵
が
急
逝
。

理
事
長
と
専
門
学
校
長
・
職
業
学
校
長
を

任
さ
れ
た
後
は
中
高
一
貫
教
育
や
高
校
商

業
科
の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

も
、
G
H
Q
に
よ
る
教
職
追
放
で
、
母 

だ
い
と
と
も
に
学
園
を
追
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
大
阪
に
移
っ
て
企
業
に
就
職
し
、
学

園
の
経
営
か
ら
は
完
全
に
離
れ
る
身
と

な
っ
た
。

新
た
な
る
発
展
、
遥
か
な
る
大
河
へ

　

昭
和
41
年
、
新
た
に
大
学
を
設
立
し
、

安
城
学
園
は
念
願
の
総
合
学
園
と
な
っ

た
。
し
か
し
同
年
5
月
、
新
た
な
学
部
の

開
設
等
、
最
後
ま
で
教
育
へ
の
情
熱
を
絶

や
す
こ
と
の
な
か
っ
た
母 

だ
い
が
逝
去
。

続
い
て
理
事
長
に
就
任
し
た
妹 

二
三
子

も
病
死
し
、
妹
婿
の
杉
原
博
が
理
事
長

に
就
任
す
る
運
び
と
な
り
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
急
遽
安
城
に
戻
り
、
法
人
本
部

本
部
長
と
し
て
経
営
に
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。
乱
脈
を
極
め
た
経
理
も
何
と

か
整
理
が
つ
き
、
翌
年
再
び
理
事
長
就

任
。
未
だ
厳
し
い
学
園
経
営
は
続
い
た

が
、
五
か
年
計
画
に
よ
る
法
人
復
興
策

を
た
て
、
新
校
舎
の
設
立
や
整
備
拡
充
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
独
自
の
教
育
課

程
の
編
成
な
ど
、
公
立
の
学
校
に
は
な
い

独
自
性
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
学
校
関
係
者
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
、
2
つ
の
高
校
は
も
と
よ
り
、

幼
稚
園
や
短
期
大
学
、
大
学
へ
の
志
願

者
は
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
は
第
二
次
五

か
年
計
画
と
し
て
、
教
育
の
中
身
を
掘

り
下
げ
る
と
同
時
に
財
政
健
全
化
、
労

働
条
件
改
善
、
施
設
整
備
を
取
り
上
げ

て
い
く
。
そ
の
後
新
し
い
時
代
に
お
け

る
私
学
の
在
り
方
や
社
会
構
造
を
考
え
、

創
立
70
周
年
と
な
る
昭
和
57
年
に
は
全

国
初
と
な
る
国
際
教
養
科
を
短
期
大
学

に
設
置
。
翌
年
に
は
カ
ナ
ダ
の
カ
ピ
ラ
ノ

大
学
と
姉
妹
校
を
提
携
し
た
。
学
園
が

国
際
色
を
強
め
る
中
、
昭
和
62
年
に
は
、

学校法人安城学園 
創立 105 周年事業

【安城学園ウィンターコンサート】

日にち／平成 29 年 12 月 10 日 ( 日 ) 
場　所／安城市民会館 サルビアホール
お問い合わせ／安城学園高等学校　
TEL：0566-76-5105

安城学園創立者寺部だいの学園創立に至る一代記を、
オーケストラによる演奏と清らかな歌声の合唱ととも
に、心に響く朗読で表現する朗読劇「夢のさなか」を公
演します。また、本学園の吹奏楽部・弦楽部・合唱部等
による演奏会も併せて公演します。

【寺部だい・寺部清毅資料展】

日にち／平成 29 年 11 月 18 日 ( 土 ) ～ 23 日 ( 祝 )
場　所／安城市中心市街地拠点施設「アンフォーレ」

安城学園の創立者である寺
部だい先生と、中興の祖で
ある寺部清毅先生の写真や
遺品等を展示する展覧会を
開催します。

【その他の創立 105 周年事業】

記念式典の開催
記念酒・記念飲料の製造
社会人基礎力育成グランプリの開催
寺部だい自伝「おもいでぐさ」英語・日本語対訳版の制作
東日本から学ぶプロジェクト・防災フォーラム
東北物産展　ほか

明治 45 年 4 月に安城裁縫女学校を開設した
学校法人安城学園は、平成 29 年 4 月で創立
105 周年を迎えました。この記念する節目に

「教育の質で勝負できる学校－３つの挑戦－」を
テーマとして、様々な記念事業を実施します。

豊
田
市
に
愛
知
学
泉
大
学
経
営
学
部
を

開
設
。
同
時
に
家
政
学
部
を
男
女
共
学

化
と
し
、
新
し
い
時
代
の
到
来
に
備
え

た
教
育
を
次
々
に
推
進
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
63

年
に
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
章
。
平

成
元
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
か
ら
名
誉
人
文
博
士

の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
全
国
有
職
婦
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
は
ベ
ス
ト
メ
ン
賞

に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
も
本
学
園
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
平
成
8
年
5

月
10
日
に
呼
吸
不
全
の
た
め
急
逝
。
84

年
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
た
。

※
蒙
古
自
治
邦
政
府
：
昭
和
16
年
、
蒙
古
連
合
自
治
政

　

府
か
ら
蒙
古
自
治
邦
政
府
に
改
称
。

明
治
45
年

寺
部
家
の
次
男
と
し
て
誕
生
。

大
正
13
年
　
刈
谷
中
学
（
現
刈
谷
高
校
）
入
学
。

昭
和
7
年

関
西
大
学
に
入
学
。

昭
和
15
年

蒙
彊
学
院
入
学
。

昭
和
16
年

芳
子
と
結
婚
。

昭
和
17
年

尚
義
県
参
事
官
に
任
命
。

昭
和
20
年

宝
源
県
参
事
官
に
任
命

昭
和
21
年

父 

三
蔵
が
逝
去
。

理
事
長
、
専
門
学
校
長
に
就
任

昭
和
24
年

理
事
長
、
高
校
学
校
長
を
辞
任

（
教
職
追
放
）。

昭
和
41
年

母 

だ
い
逝
去
、
妹 

二
三
子
逝
去
。

昭
和
42
年

再
度
理
事
長
に
就
任
。

昭
和
57
年

愛
知
県
か
ら
教
育
功
労
賞
を
受
賞
。

昭
和
62
年

大
学
に
経
営
学
部
を
設
置
。

大
学
家
政
学
部
を
男
女
共
学
化
。

昭
和
63
年

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
章
。

平
成
元
年

ベ
ス
ト
メ
ン
賞
受
賞
。

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
よ

り
名
誉
人
文
博
士
の
学
位
を
授
与
。

平
成
8
年

5
月
10
日
逝
去
。
従
四
位
に
叙
せ

ら
れ
た
。

応援団に副団長として入部。
学 生 を 召 集 し て は 演 説 を
行っていた。

長髪だった学生時代

八事の八勝館で挙式をし、新婚
旅行はお伊勢さん詣り。
しかし結婚後すぐに妻を残し
て帰蒙。

生涯の伴侶との出会い

昭和 41 年に設立された愛知
女子大学（現愛知学泉大学）。
43 年には清毅先生が大学学長
を務めた。

総合学園が誕生

企業家の育成を目指して誕生
した愛知学泉大学経営学部。
第 1 回生は 256 名を迎えた。

国際社会に向けた教育

大学が米国ニュー・イングラ
ンド大学と教育学術文化交
流協定に調印し、名誉人文学
博士の学位を授与された。

数々の偉業が讃えられた

清
毅
先
生 

人
生
の
あ
ゆ
み

学
校
法
人
安
城
学
園
の
創
立
者 

寺
部
だ
い
先
生
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
強
力

な
指
導
力
で
学
園
に
教
育
改
革
を
も
た
ら
し
た
寺
部
清
毅
先
生
。
そ
の
先
見

性
と
創
造
性
で
財
政
の
健
全
化
に
取
組
み
、
建
学
の
理
念
と
建
学
の
精
神
に

基
づ
い
た
教
育
の
実
現
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
1
0
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
中
興
の
祖
」
と
し
て

本
学
園
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
寺
部
清
毅
先
生
の
人
生
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

私の夢に、負けないでほしい
（愛知学泉大学 大学要覧 1990 巻頭言より）

 

安
城
学
園
「
中
興
の
祖
」

寺
部
清
毅
先
生
の
生
涯

安城学園
創立 105 周年記念
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〝
今
〟
を
生
き
抜
く
女
性
を

育
て
る
現
代
の
裁
縫
塾

　
本
学
園
の
創
立
者 

寺
部
だ
い
先
生
が
女

性
の
自
立
と
社
会
的
地
位
向
上
を
図
る
た

め
、
安
城
裁
縫
女
学
校
を
創
設
し
て
か
ら

1
0
5
年
。
今
で
も
そ
の
思
い
は
受
け
継

が
れ
、
社
会
へ
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
働
く
女
性
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」。
そ

う
話
す
生
活
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科 

山
本

豊
先
生
の
ゼ
ミ
は
服
飾
制
作
を
中
心
に
活

動
し
て
お
り
、
学
園
創
立
の
精
神
が
現
在

も
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
多
数
の
入
選
者
を

輩
出
し
、
厳
し
く
も
愛
の
あ
る
指
導
に
定

評
が
あ
る
山
本
ゼ
ミ
。
本
格
的
に
服
飾
を

学
び
た
い
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
的
に

成
長
し
た
い
と
考
え
て
、
こ
の
ゼ
ミ
の
門

を
た
た
く
学
生
も
多
く
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
山
本
ゼ
ミ
が
最
も
気
を
引
き

締
め
て
臨
む
の
が
、N
D
K
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
本
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
服
飾
文
化
の
発
展
・
新

人
デ
ザ
イ
ナ
ー
育
成
の
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
年
齢
を

問
わ
ず
応
募
が
あ
り
、
今
年
は
応
募
総

数
2
1
8
点
の
中
か
ら
22
点
の
作
品
が

一
次
審
査
を
通
過
。
山
本
ゼ
ミ
か
ら
は

7
名
の
学
生
の
作
品
が
選
ば
れ
、
大
阪

N
H
K
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
公
開
最
終

審
査
へ
の
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　
7
月
初
旬
、名
古
屋
で
行
わ
れ
た
N
D
K

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
3
名
の
学

生
が
本
選
に
出
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
入

賞
を
逃
し
て
涙
を
飲
み
ま
し
た
。
学
生

は
、
そ
の
主
な
原
因
を
自
分
た
ち
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
甘
さ
だ
と
気
づ
き
、
気

持
ち
を
新
た
に
早
急
に
次
へ
の
準
備
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。
全
国
大
会
と
も
な
る

と
、
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
入
賞
で
き
ま

せ
ん
。
前
回
は
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と

で
精
一
杯
で
し
た
が
、
今
回
は
作
り
こ
み

を
行
う
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル

は
当
日
の
朝
8
時
か
ら
始
ま
る
た
め
、
会

場
の
大
阪
に
は
前
日
入
り
で
す
。
少
し
で

も
良
い
作
品
に
し
よ
う
と
直
前
ま
で
作
業

を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
幕

で
す
。
シ
ョ
ー
形
式
で
プ
ロ
の
モ
デ
ル
が

作
品
を
身
に
纏
い
、
審
査
員
が
上
げ
た
点

数
札
の
総
合
得
点
を
競
い
合
い
ま
す
。
や

は
り
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
札
が
上
が

る
瞬
間
は
手
に
汗
を
握
り
ま
す
。
審
査

も
終
盤
と
な
り
、
本
学
の
学
生
の
中
で
最

後
に
登
場
し
た
の
は
松
島
里
沙
さ
ん
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
テ
ス
ト
の
準
備
で
は
「
逃

げ
な
い
の
よ
。
や
る
し
か
な
い
の
！
」
と

山
本
先
生
に
言
わ
れ
、
懸
命
に
作
業
し
て

い
た
姿
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
女
も
前
回
の
反
省
を
重
く
受
け

止
め
、
次
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
臨
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
最
高
得
点
を
た
た
き
出

し
、
見
事
大
賞
（
1
位
）
を
受
賞
。
あ
ま

り
の
感
激
に
、
審
査
員
を
務
め
た
山
本
先

生
も
コ
ン
テ
ス
ト
の
講
評
を
語
り
な
が
ら

第 74 回 NDK ファッション
デザインコンテスト

大賞（大阪府知事賞）受賞

自分に自信がなく、心を成長さ
せたいと思って山本先生のゼミ

に入りました。コンテストは普段の
授業では決して体験できない貴重な学びの場で、
最後までやり遂げる力、諦めない力がついたと
思います。自分でとことん考えること、時間の
管理をきちんとすることなど、まだまだ課題は
沢山ありますが、先生を信じ、仲間と励まし合っ
て、ここまで頑張ってきて本当に良かったと思
います。

　7 月に行われた名古屋のコンテストでは、
自分の弱さと甘えから満足のいく作品にはな
らならないまま本番を迎え、苦い経験をした
学生もいました。今までは「なんとかなる」
と考えてきたかもしれませんが、やらなけれ
ばなんともならないことがあります。彼女た
ちは身を持ってそれを実感したことでしょう。
辛く厳しい状況でも逃げ出さずに向き合うこと
が勉強です。私はこのゼミを通して努力するこ
とや辛抱することの大切さを身を持って体験さ
せていますが、今回のコンテストではっきりと
その成長を感じました。その結果が受賞にもつ
ながり、残念ながら入選を果たせなかった学生
たちもこのコンテスト
では十分な達成感を得
られたはずです。あと
は卒業までに、学生た
ちにしっかりと自信を
付けさせることが私の
仕事ですね。

先生からひとこと

 山本　豊 教授

思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
最
終
審
査
に
出
場
で
き
な

か
っ
た
ゼ
ミ
の
仲
間
も
駆
け
つ
け
、
終
演
後

に
は
作
品
1
つ
1
つ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作

ら
れ
た
ブ
ー
ケ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
思
い
が

け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
出
場
し
た
学
生
た

ち
は
感
動
し
、
み
ん
な
で
こ
の
日
ま
で
の

努
力
と
入
賞
を
抱
き
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

　「
実
践
の
中
で
し
か
実
際
に
社
会
で
使

え
る
知
恵
（
＝
社
会
人
基
礎
力
）
は
身
に

付
か
な
い
」
と
山
本
先
生
は
言
い
ま
す
。

自
分
で
生
き
て
い
く
力
を
養
う
こ
と
を
目

指
す
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
そ
の
実
践
の
場
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
で

し
た
。
こ
の
ゼ
ミ
で
一
回
り
も
二
回
り
も

大
き
く
な
っ
た
学
生
た
ち
は
、
胸
を
張
っ

て
卒
業
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
社
会

で
輝
き
な
が
ら
活
躍
し
て
い
く
彼
女
た
ち

の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

明治 45 年、寺部三蔵・だい夫妻が現在
の学校法人安城学園の前身となる安城
裁縫女学校を開設。昭和 5 年には、現在
の愛知学泉短期大学へと続く、安城女子
専門学校を開設しました。

ミシン実習の様子（昭和 2 年）

愛知学泉短期大学の歴史

先生やゼミの仲間のおかげ
で受賞できました！

生
活
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
山
本
ゼ
ミ
で
は
、
服

作
り
を
通
し
て
社
会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
を
学

ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
へ
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
今
年
は
7
名
の
学
生
が
第
74
回

N
D
K
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

皆で協力してゼミとしても成長できました！

松島 里沙 さん
まつしま　り  さ

鈴木 亜希 さん
すずき　 あ き

石川 遥香 さん
いしかわ はるか

原口 結衣 さん
はらぐち  ゆ  い

松田 美咲 さん
まつた　み さき

有元 歌奈子 さん
ありもと  か  な  こ

南　涼香 さん
みなみ　 すず か

松島 里沙 さん
（生活デザイン総合学科 2 年　山本ゼミ）

祝 愛
知
学
泉
短
期
大
学 

生
活
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

培
わ
れ
る
働
く
女
性
と
し
て
の
力
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日比 公大さん

　

今
年
度
か
ら
3
年
生
を
対
象
に
エ
ク
ス
タ
ー

ン
制
度
を
始
め
ま
し
た
。
近
隣
小
学
校
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
ご
協
力
の
も
と
、
小
学
校

教
員
や
保
育
士
を
目
指
す
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
自
主
企
画
活
動
と
し
て
授
業
の
補
助
や
読

み
聞
か
せ
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
体
験
に
よ
り

具
体
的
な
教
育
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
掴
め
、
教

職
へ
の
意
志
を
固
め
た
学
生
も
多
く
、
厳
し
い

教
員
採
用
試
験
を
乗
り
越
え
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

面
接
や
集
団
討
議
の
練
習
を
行
う
「
教
師
塾
」

で
は
、
実
際
に
面
接
官
経
験
の
あ
る
先
生
が
本

格
的
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
新
し
い

取
り
組
み
が
実
を

結
び
、
学
生
た
ち

の
今
後
の
教
育
実

習
や
採
用
試
験
に

役
立
て
ば
嬉
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
科
教
諭
を
目
指
す
学
生
に
教
員
採
用
試
験

対
策
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
次
試
験
の

筆
記
試
験
対
策
と
し
て
、
様
々
な
設
問
に
慣
れ
る

た
め
に
毎
日
、
朝
昼
晩
に
小
テ
ス
ト
を
行
い
、
間

違
い
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
自
作
の
ノ
ー
ト
を

作
り
ま
し
た
。
二
次
試
験
対
策
で
は
、
時
間
制
限

を
設
け
て
実
技
や
論
作
文
作
成
を
何
度
も
練
習
す

る
こ
と
で
、
問
題
に
対
応
で
き
る
力
を
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
た
結
果
、
学
生

た
ち
は
み
る
み
る
う
ち
に
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と

を
実
感
し
、
確
実
に
成
績
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
努
力
に
よ

り
、
今
年
は
例
年
よ

り
公
立
中
・
高
の
採

用
試
験
合
格
者
が
増

え
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ら
に
合
格
者
を
増

や
す
よ
う
、
専
攻
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

学
生
を
熱
く
さ
せ
、
や
る
気
を

高
め
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

4 年の進級時に成績不振で呼び出され、「このままで
は受からない」とはっきり言われたんです。そこから、絶対に受
かってやる！という気持ちで猛勉強を始
めました。下の下だった成績が、夏の特
訓明けから成果が出始め、あんなに厳し
かった先生に褒められた時はすごく嬉し
かったです。就職後、働きながら登録販
売士の資格を取得できたのも試験勉強で
培った諦めない精神力の賜物です。先生
方の熱意が私を変えてくれました。

初めは模試の点数が全く取れず、クラスでもかなり
出遅れていると焦っていました。そんな時
に友人たちが勉強会を開いてくれました。
とても親身に教えてくれ、仲間と一緒に頑
張ることで挫けずに最後まで踏ん張ること
ができました。無事試験に合格し、今は
給食委託会社に勤めて患者食を作っていま
す。今ではあの時勉強を頑張ってよかった
と心から思います。支えてくれた友人と先
生方には本当に感謝しています！

渡邊　唯 さん　（左）
家政学部 家政学科 こどもの生活専攻 3 年

わたなべ　  ゆい

生の教育現場を体験でき、改めてその大変
さややりがいを感じました。同時に自分に
何が足りないか、何をいま学ぶべきかも見
えた気がします。この貴重な体験を生かし
てこれからの学修に臨みたいと思います。

小田 優花 さん　（右）
家政学部 家政学科 こどもの生活専攻 3 年

 こ　た　 ゆ  か

体験を通じて、子どもたち一人ひとりが違
うように、先生方の指導や教え方も状況や
環境に応じて柔軟に考える必要があるんだ
なと感じました。将来は子どもの個性を大
切にした先生になりたいです。

成績を貼り出し、自らの力を
「見える化」して意識を高めます

「教師塾」では本番さながらの
緊張感で面接などの指導をします

栄養士の上級資格である管理栄養士の免許を取得するための国家試験。試験科目は各種栄養学を中心に 9 科目 + 応用問題と幅広く、
栄養士の免許を持つ者のみの受験にもかかわらず全国の合格率は約半数にとどまっています。これに対して愛知学泉大学は全国平
均の 2 倍近く、毎年 100％近くの合格率を誇っています。

日比 公大 さん
家政学部 家政学科 管理栄養士専攻 平成 28 年度卒業。
現在はメーキュー株式会社に勤務。

 ひ   び  こう た

奥村 良子 さん
家政学部 家政学科 管理栄養士専攻 平成 28 年度卒業。
現在は株式会社スギヤマ薬品（ドラッグスギヤマ）に勤務。

おくむら  りょうこ

一緒に試験を乗り越えた仲間たち！
卒業旅行で USJ に行きました。

よく相談に乗ってくれた久永先生。
とてもフレンドリーです♪

奥村 良子さん

　

本
学
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率
は
、
8

年
連
続
95
％
以
上
で
す
。
し
か
し
、
専
攻
で
は
常
に

1
0
0
％
を
目
指
し
て
お
り
、
全
員
が
管
理
栄
養
士

と
し
て
卒
業
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
管

理
栄
養
士
の
国
家
試
験
に
は
範
囲
が
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き

学
修
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
模
試
の
後
に

は
、
2
0
0
問
の
設
問
に
対
す
る
解
答
と
解
説
を
書

き
だ
し
、
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
理
解
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
4
年
生
の
夏
冬
に
は
特
訓
講

座
を
設
け
、
個
人
の
弱
み
を
克
服
す
る
と
と
も
に
本

番
に
向
け
て
追
い
込
み
を
か
け
て
い
き
ま
す
。
最
後

に
「
体
調
管
理
」
の
指
導
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

万
全
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
ん
で
こ
そ
実
力
が
発

揮
さ
れ
ま
す
。
試
験
は
当
日
一
発
勝
負
。
結
局
は
ど

れ
だ
け
自
分
が
準
備
で
き
た
の
か
が
合
否
を
分
け
る

の
で
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
学
生
を
管
理
栄
養
士
と
し
て
ス

タ
ー
ト
に
立
た
せ
て
あ
げ
る
こ
と
。
試
験
合
格
が

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
に
は
厳
し
く

も
愛
情
を
注
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
の
無
限
の
可
能
性
を

信
じ
て
教
育
し
て
い
ま
す
。

「
全
員
合
格
」
を
目
指
し
、

充
実
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

熱
血
指
導
！

充
実
の
実
体
験
と
本
格
的
な

試
験
対
策
指
導

愛知学泉大学家政学部では、管理栄養士専攻、こどもの生活専攻、家政学専攻の学生たちそれぞれに
試験合格に向けた様々な支援を行っています。今回はその取り組みの一部をご紹介いたします。

教員採用試験では学力のみならず面接・論作文・実技・模擬授業など、広く教師としての資質を問う評価が行われます。教員採用
試験は非常勤など教師としての経験がある人も受験するので、現役で合格するためには学生本人の相当な努力が求められます。そ
のため愛知学泉大学では、教員を目指す学生へ様々な支援を行っています。

山田 陽平 講師

家政学部 家政学科 
家政学専攻

丹羽 誠次郎 教授

家政学部 家政学科 
家政学専攻 主任

前田　治 准教授

家政学部 家政学科 
こどもの生活専攻 

加藤 万也 教授

家政学部 家政学科 
こどもの生活専攻 主任

増田　尚 准教授

家政学部 家政学科 
管理栄養士専攻  主任

山内 理充 教授

家政学部 家政学科 
管理栄養士専攻
国家試験対策委員長 

相田 優希 さん　（左）
家政学部 家政学科 家政学専攻 4 年
岐阜県公立学校教員採用選考試験（高等学校教諭・家庭） 合格

あい  だ 　ゆう き

今年の夏は、全国の誰よりも勉強しました。
朝から晩まで教室で缶詰めで、家ではお風
呂と睡眠だけという生活でした。これだけ
集中できる環境とやる気にさせてくれた大
学には本当に感謝しています。

天野 清国 さん　（右）
家政学部 家政学科 家政学専攻 4 年
愛知県公立学校教員採用選考試験（中学校教諭・家庭）合格

あま の　 きよくに

何度挫けそうになっても「できる。必ずや
れる」と自分に言い聞かせて勉強を続けま
した。短期集中で仲間と一緒に頑張れたの
が大きかったです。あれだけ辛かった勉強
が最後は楽しくさえ思えました。
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実
習
３
年
目
。
実
績
を
積
み

重
ね
、
地
域
貢
献
に
発
展

　
地
域
団
体
や
企
業
、
行
政
と
連
携
し
、

学
生
自
ら
が
現
場
の
方
と
一
緒
に
な
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
現
代
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
習
。
座
学
だ
け
で
は
身
に
つ
け

ら
れ
な
い
実
践
力
を
育
み
、
普
段
学
ん
で

い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
社
会
人
基
礎
力

の
発
揮
、
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
豊
田
市
の
稲
武
地
区
に
あ
る
養
蚕
と

繭
・
シ
ル
ク
の
作
品
制
作
を
行
う
「
い

な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
（
ま
ゆ
っ
こ
ク
ラ
ブ
）」

は
そ
の
実
習
先
の
一
つ
で
す
。
今
年
で

1
3
6
回
目
と
な
る
伊
勢
神
宮
へ
の
献

糸
を
行
う
な
ど
、
伝
統
あ
る
技
術
を
受

け
継
ぎ
守
っ
て
き
た
団
体
で
す
が
、
現

在
は
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
な
ど
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
で
は
い
な

ぶ
ま
ゆ
っ
こ
と
の
協
働
を
始
め
、
今
年

で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
例
年
、
い
な

ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
方
に
養
蚕
か
ら
糸
引

き
、
作
品
制
作
ま
で
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
学
内
外
で
稲
武
の
養
蚕
の
周
知
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
掃は

き
た
て立
（
産
ま

れ
た
て
の
蚕
に
初
め
て
食
事
を
与
え
る

儀
式
）
の
際
に
行
う
地
元
の
小
学
生
を

対
象
に
し
た
紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
は
恒
例
と
な
り
、
東
山
動
植
物
園

で
の
糸
引
き
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
都
市
部

の
様
々
な
世
代
の
方
に
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
方
々
も
こ
れ

ら
の
活
動
を
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、

学
生
た
ち
の
パ
ワ
ー
と
ア
イ
デ
ア
を
高

く
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
い
な
ぶ
ま
ゆ
っ
こ
の
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
稲
武
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
（『
歩
か
ま
い
稲
武
』、『
O
P
E
N 

I
N
A
B
U
』）
の
お
手
伝
い
を
し
て

ほ
し
い
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
活
動

の
範
囲
を
拡
大
。
飯
田
学
部
長
も
参
加

し
、
学
生
の
人
数
も
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。

　
実
習
を
行
っ
た
学
生
た
ち
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
の
中
で
活
動
す
る

こ
と
で
、
自
ら
の
立
ち
位
置
を
自
覚
し
、

次
第
に
主
体
性
の
あ
る
行
動
を
と
れ
る

よ
う
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
稲
武

の
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し

や
家
族
の
よ
う
な
絆
を
肌
で
感
じ
る
一

方
、
そ
の
背
景
に
あ
る
高
齢
化
や
過
疎

化
と
い
っ
た
日
本
の
社
会
全
体
が
抱
え

る
大
き
な
課
題
に
も
目
が
向
く
よ
う
に

な
っ
た
結
果
で
し
ょ
う
。

　
稲
武
地
区
と
い
う
生
き
た
社
会
に
入

る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
多
く
の
気
付

き
や
学
び
を
吸
収
し
ま
し
た
。
稲
武

地
区
で
の
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
習

は
「
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
置
く
本
学

部
の
理
念
を
具
現
化
し
た
取
り
組
み
で

す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
た
今
年
度

は
、
様
々
な
世
代
や
立
場
の
方
々
と
交

流
し
、
地
域
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
考
え
に
触
れ
、
改
め
て
自
分
と
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
は
こ
う
し

た
経
験
を
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
い
か
に
自
ら
の
行
動
原

理
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
け
る
か
が
大

切
で
す
。

現代マネジメント学部は豊田市稲武地区にある「いなぶまゆっこ（まゆっこ
クラブ）」と協働を続けています。今年は稲武地区のイベントにも参加し、
地域社会から多くのことを学び取ってきました。

「いなぶまゆっこ」とは？
いなぶまゆっこは桑の育成
から養蚕、繭づくり、作
品制作に至るまでを一貫
工程で行っている団体で
す。平成 9 年に誕生し、現
在は主に 8 人のメンバーが活動しています。
代表を務める金田平重さんは養蚕の指導を
行い、奥様のちゑのさんが糸引きや機織の
技術指導を行っています。また、「まゆっこ
クラブ」では繭細工を中心に作品の展示・
販売をしています。

　学生たちにはこの実習で、伝統的な文化
や技能を現代に継承することの大切さと難し
さを感じ取ると共に、「どんな状況でも自ら
道を切り拓くことができる力」を身につけて
ほしいと考えています。
　今年は「いなぶまゆっこ」から「地域の活
性化」まで活動が広がりました。これまでの
実習が成果を上げ、学生たちの活動が認め
られていると感じています。求められる内
容への対応も臨機応変に考える必要があり
ます。こちらの目標設定を変えるなど枠に囚
われず状況とニーズに応じていくことが、私
の目指す地域貢献でもあります。これからも
この地域で活動させていただけることに感謝

し、必要とされる活
動を汲み取り、言わ
れたこと以上のこと
を行う能力（主体性
と創造力）の育成を
目指していきたいと
思います。

先生からひとこと

糸引き体験イベント in 東山動植物園
　東山動植物園での糸引き体験イベントでは、どうしたら来場者に興味を持っても
らえるかを考え、みんなで意見で出し合い工夫して取り組みました。糸引きを懐か
しむご老人や、生糸のミサンガを喜ぶこどもたちの姿を見ることができ、イベント
は大成功でした。（※写真は昨年の様子です。）

OPEN INABU
　稲武で農業及び就業体験企画を行っている「OPEN INABU」のプロジェクト
の一環として、林道整備とどんぐりの木の植樹に参加させていただきました。地
元の方と一緒に汗を流して作業をする中で、自然とコミュニケーションが生まれ、
意欲的な活動ができました。

掃立・紙芝居 & クイズ
　地元の小学生と一緒に「掃立」を見学し、その後は学生による紙芝居
とクイズコーナーを開催。小学生に楽しく養蚕を学んでもらえるよう
チームで協力し、会場を盛り上げました。また、金田夫妻から糸引きを
実際の場で教えていただき、技術も学びました。

歩かまい稲武

　5 月に開催されたウォーキング大会「歩かまい稲武」。学生
たちはいなぶまゆっこや商店街、抽選会などのお手伝いを行い、
地域の方とたくさん交流しました。

 堀田 裕子 教授

1

2 3

 金田 ちゑの さん  金田 平重 さん

看板は全て手作り! ／／

地元の小学生を対象としたクイズコーナー。
蚕が糸を吐き出す間際に蔟（まぶし）と呼ばれ
る蚕の家に入れ、そこで繭を形成していきます。
 絹は非常に丈夫で軽いうえ手ざわりもよく、天然
繊維の中で最もすぐれた繊維といわれます。

1

2

3
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自宅
学
習

朝テスト
＋課題配信課題提出

未提出の場合は
居残り授業

1 週間の
流れ

金

月火

土木

水 日

れ
ら
の
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
生
徒
た

ち
は
具
体
的
な
志
望
校
に
対
す
る
到
達

度
の
全
国
比
較
や
、
過
去
の
問
題
の
傾

向
に
合
わ
せ
た
対
策
を
と
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持

つ
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
だ
け
に
、

上
手
く
使
え
ば
相
当
便
利
な
ツ
ー
ル
と

し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
の
利
用
方
法
と
し
て
は
、
例
え

ば
動
画
を
利
用
し
て
授
業
の
予
習
を
済

ま
せ
て
お
き
、
学
校
で
は
疑
問
点
の
解

決
や
集
団
討
議
に
当
て
る
と
か
、
習
得

神谷 真唯 さん（1 年 5 組）

高浜市立高浜中学校出身。
弦楽部所属。担当楽器はヴィオラ。
将来は図書館司書か管理栄養士の
道に進みたいと考えている。

かみ や　 ま  い 

中
学
の
復
習
を
中
心
に
、

1
週
間
単
位
で
配
信

　自
ら
学
ぶ
力
を
育
む
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
毎
日
の
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
本
校
で
は
一
年

生
を
対
象
に
、
自
宅
や
外
出
先
で
も

気
軽
に
携
帯
端
末
で
学
習
が
で
き
る

C
l
a
s
s
i
を
導
入
し
ま
し
た
。
今

は
ま
だ
導
入
段
階
で
す
の
で
、
い
き
な

り
高
度
な
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
の
で

は
な
く
、
初
め
は
週
単
位
で
中
学
校
の

復
習
な
ど
の
簡
単
な
問
題
か
ら
課
題
を

与
え
、
週
末
に
小
テ
ス
ト
を
し
て
個
々

の
習
得
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

未
提
出
の
場
合
は
居
残
り

授
業
で
教
師
が
個
別
指
導

　具
体
的
に
は
、
ま
ず
我
々
教
員
が
各

教
科
で
問
題
を
作
成
し
、
金
曜
日
に
配

信
し
ま
す
。
各
々
の
生
徒
は
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
そ
れ
を
受
取
り
、
水
曜

日
ま
で
に
解
答
を
し
ま
す
。
木
曜
日
の

朝
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「 学 習 動 画 」 で 予 習・
復 習 が で き、 分 野 や
難 易 度 で 分 類 さ れ た

「Web テスト」で理解
度を確認することがで
きます。

［ 学 ］Study

「生徒カルテ」は、生徒一人ひとりの成績、テ
ストや模試の結果、進路希望が一元管理され
ており、いつでも蓄積・閲覧ができます。

［ 記 ]Record

　私の場合は計算式や筆記問題など、紙に書いて考えるのが
好きな方なので、タブレットなどで勉強するのに初めは抵抗
がありました。実際に今でも「Classi」を使って勉強すると
きは端末の脇に紙を置いて勉強しています。
しかし、学習動画で解説を繰り返し視聴でき
たり、暗記科目を目と耳で勉強できたりする
のはいいですね。紙と「Classi」、それぞれ
の良いところを使い分けて効率よく学習する
ことで、学業と部活動の両立を目指していき
たいと思います。

　「Classi」は電車の待ち時間などのちょっとした空き時間
も使えて、手軽に勉強できるのがいいです。間違えた問題も
すぐに確認できるので、苦手をそのままにせず、一つひとつ
消化しています。今までは毎日の学習習慣があまりついてい

ませんでしたが、「Classi」を始めてからは、
気付いたら端末を開いて課題を考えていま
す。授業の動画や英語のヒアリングなどのコ
ンテンツも充実しているそうなので、興味の
あるところからどんどん進めていこうと思っ
ています。

アナログとデジタルの
それぞれの良さを生かすことができたら

「Classi」のおかげで
自宅学習の習慣がついてきました

神谷 俊介 君（1 年 4 組）

刈谷市立依佐美中学校出身。
弦楽部所属。担当楽器はコントラ
バス。中学時代はオーケストラ部
でトロンボーンを担当。

かみ や しゅんすけ

※  Classi: ソフトバンク（株）と（株）ベネッセが共同開発したクラウドサービス。
膨大なデータに基づき、生徒一人ひとりに合わせた最適な学習コンテンツを
提供できる。

問
題
が
難
し
く
て
解
け
な
か
っ
た
、
部

活
動
そ
の
他
で
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

等
の
理
由
で
未
提
出
の
場
合
、
木
曜
日

の
放
課
後
は
居
残
り
授
業
と
な
り
、
解

答
で
き
る
ま
で
教
員
が
直
接
指
導
し
ま

す
。
初
め
の
頃
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
も
つ
い

つ
い
サ
ボ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
生
徒

が
何
人
か
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
何
回
か

続
け
て
い
る
う
ち
に
そ
う
い
っ
た
生
徒

の
数
は
徐
々
に
減
り
、
今
で
は
数
名
を

数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ネ
ッ
セ
の
持
つ

膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら

最
適
な
課
題
を
抽
出

　生
徒
に
よ
っ
て
反
応
は
違
い
ま
す

が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
電
子
機
器
に
触
れ
る
機
会
が
多

か
っ
た
せ
い
か
、
端
末
で
勉
強
す
る
こ

と
自
体
に
は
抵
抗
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

C
l
a
s
s
i
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
個
々
の
生
徒
の
学
習
を
記
録
し
、
一

人
ひ
と
り
の
弱
点
や
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
最
適
な
レ
ベ
ル
・
内
容
の
問
題
を

自
分
で
抽
出
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

STUDENT'S 
VOICE

金本 勢一郎 先生

英語科教諭。
第 1 学年主任、
iPAL 委員会主任。

「Classi」 は 保 護 者
との情報共有にも有
効です。進路指導や
保護者面談でも活用
していきたいと思い
ます。

［ 繋 ］Communication

内
容
の
確
認
用
に
生
徒
個
別
の
W
e
b

テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
色
々
と
応
用
が
で

き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
生
徒
自
身
が
自
ら
の
課
題

に
気
づ
き
、
自
ら
考
え
て
学
ん
で
い
く

姿
勢
を
身
に
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

先生からひとこと

　義務教育で宿題も多かったであろう中学校とは違
い、高校では自分から勉強を進めていかなければいけ
ません。しかし、中には中学校の学習内容に自信がな
い生徒もおり、その子たちはこのままの状態で授業を
受けていても全く楽しくないでしょう。Classi の導入
は基礎学力の向上もねらいの一つです。自学の習慣を
身につけさせると共に、勉強が苦手な生徒たちのフォ
ローをしていくことで、全体の学力アップや共学の質
の向上にも繋がっていくと考えています。

安城学園における Classi※の活用

先生

保護者生徒

適切な学習・進路指導

個別質問・
相談

情報共有

自ら学び、共に学ぶ「自学・共学」を目指す安
城学園高等学校。本校ではその中の「自学」を
支援するツールとして、今年度から 1 年生を対
象に『C

クラッシー

lassi』を導入しました。『Classi』を使
えば生徒一人ひとりが、いま最も取り組むべき
課題を ICT ※を活かして過去の実績から抽出し
て学ぶこともできます。この取り組みについて、
第 1 学年主任と iPAL ※委員会の主任を務める金
本先生に話を伺いました。

Classi を使った学習の様子。
生徒たちは各自のペースで問題に取り組んでいる。

※  ICT：情報通信技術（Information and Communication Technology）。
※  iPAL ： iPad ＋ Active Learning を表す安城学園高等学校の造語。タブレット端末

iPad を有効に活用した学習の実践を目指している。

自ら学ぶ力を育む

安城学園高等学校の
取り組み
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文
化
祭
運
営
を
通
し
て

気
付
き
、
学
び
、
身
に
付
く
力

　「
緊
張
感
が
な
い
。
チ
ー
ム
の
意
識
が

低
い
。
周
り
も
そ
れ
を
許
し
て
は
ダ
メ

だ
」。
8
月
8
日
、
夏
休
み
に
行
わ
れ
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
厳
し
い
空
気
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。
自
主
活
動
部
部
長
の

福
岡
先
生
の
言
葉
に
生
徒
た
ち
の
背
筋

が
伸
び
ま
す
。

　
今
年
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
「
R 

e 

: 

m
a
k
e
～
未あ

す来
に
向
か
っ
て
～
」。
6

年
間
続
け
て
き
た
東
日
本
大
震
災
に
対

す
る
支
援
や
交
流
、
昨
年
の
熊
本
地
震
、

今
年
の
九
州
で
の
水
害
に
対
す
る
活
動

な
ど
を
踏
ま
え
、
改
め
て
災
害
や
復
興
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
考
え
よ
う
と
い

う
意
思
表
示
で
す
。
6
月
の
体
育
祭
の
直

後
か
ら
準
備
を
し
、
夏
休
み
合
宿
で
そ
れ

ぞ
れ
の
進
捗
を
報
告
し
て
確
認
す
る
の

が
毎
年
の
恒
例
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ

で
教
員
た
ち
か
ら
喝
が
入
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
で
物
事
を
行
う
難
し
さ
は
、

上
の
立
場
で
あ
る
ほ
ど
痛
感
し
ま
す
。

生
徒
会
長
兼
文
化
祭
実
行
委
員
長
を
務

め
た
福
園
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。「
ど

う
し
た
ら
皆
が
自
発
的
に
動
け
る
か
。

参
加
意
識
を
高
め
る
た
め
に
仕
事
は
全

員
に
振
り
、
指
示
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ

変
え
て
い
ま
す
」。
ま
た
、
実
行
委
員
長

を
補
佐
す
る
立
場
で
あ
る
総
務
の
熊
谷

君
は
、
後
輩
育
成
の
た
め
に
で
き
る
だ

け
3
年
生
に
仕
事
が
集
中
し
な
い
よ
う

気
を
配
っ
た
と
言
い
ま
す
。
文
化
祭
成

功
の
た
め
に
、
委
員
会
を
上
手
く
機
能

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
行
事

で
引
退
す
る
3
年
生
は
後
輩
に
引
継
ぎ

準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
本
番
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
夜
ま
で

続
き
ま
し
た
。
体
育
祭
で
の
音
響
ト
ラ

ブ
ル
を
反
省
し
、
文
化
祭
で
は
進
行
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
も

入
念
に
な
り
ま
す
。
本
校
の
文
化
祭
は

毎
年
3
千
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
行
事
を
成
功
さ

せ
、「
城
西
の
文
化
祭
は
楽
し
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
実
行
委
員
会
は
重
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
祭
初
日
の
テ
ー
マ
企
画
は
今
年

か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。

東
北
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
報
告
や
防
災

に
つ
い
て
全
校
生
徒
へ
の
投
げ
か
け
が

あ
り
、
繋
が
り
を
テ
ー
マ
に
文
化
部
が

合
同
で
総
合
芸
術
舞
台
を
作
り
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
福
園
さ
ん

は
、
想
像
以
上
の
手
応
え
を
感
じ
、「
舞

台
の
人
も
含
め
、
学
校
全
体
で
盛
り

上
が
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
す
ご
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
実
は
、
福
園
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
何

度
も
実
行
委
員
長
を
降
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
。「
人
も
違
え
ば
考
え
も
異
な

り
、
教
わ
っ
た
こ
と
が
必
ず
し
も
通
用

し
な
く
て
苦
し
み
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

の
重
圧
も
辛
か
っ
た
で
す
ね
。」
一
時
は

周
り
も
心
配
す
る
ほ
ど
悩
み
、
担
任
か

ら
も
受
験
勉
強
と
の
両
立
が
で
き
る
の

か
不
安
視
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
ま
た
周
り
の
仲
間
た
ち
の
力
で
し

た
。「
一
人
で
焦
っ
て
空
回
っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
次
第
に
み
ん
な
が
考
え
て
動

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

自
分
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
く
て
も
大
丈

夫
だ
と
思
え
た
ら
、
少
し
肩
の
力
が
抜

け
ま
し
た
。

文化祭を終えた後の実行委員会反省会。チームリーダーがそれぞれ文化祭を振り
返り、引退する 3 年生が一言ずつ言葉を贈りました。この文化祭に協力してく
れた先生たちからも労いと賞賛の声もあり、最後は一丁締めで今年の文化祭は幕
を閉じました。

大変なことも、皆で協力すれば乗り越えられる

　本校の文化祭は、生徒やご家族はもちろん、日頃お世話になっている地域の方々や関係者に感謝の意
味を込め、我が校の 1 年間の成長の軌跡を見て楽しんで頂く大切な行事です。しかしこの行事が、様々
な葛藤や軋轢の中、毎年数十名の実行委員のまさに血と涙の結晶で作られていることは、意外と知られ
ていないかもしれません。教員は基本的にアドバイザーでしかなく、悩み、考え、作り上げているのは
生徒自身なのです。そこには自発性や協調性、傾聴力や考え抜く力など、社会人としての基礎力が求め
られます。そして今回は特に「チームで働く力」が養われたと感じています。苦しいことも多かったけ
れど、最後までやりきった実行委員のみんな、本当にお疲れ様でした！

　
受
験
勉
強
も
持
ち
前
の
負
け
ん
気
で

取
り
組
み
、
次
の
テ
ス
ト
で
は
好
成
績

を
収
め
て
担
任
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
熊

谷
君
も
「
準
備
の
後
半
は
、
後
輩
た
ち

も
す
ご
く
自
覚
が
出
て
き
ま
し
た
。
す

る
と
気
持
ち
に
余
裕
も
出
て
き
て
、
最

後
は
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
準
備
を
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」
と

目
を
細
め
ま
す
。

　
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
を
強
く
意
識

し
て
臨
ん
だ
今
回
の
文
化
祭
。
そ
の
運

営
の
過
程
で
は
社
会
人
と
し
て
求
め
ら

れ
る
チ
ー
ム
で
働
く
力
や
考
え
抜
く
力

が
養
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
一
歩
前
に
踏

み
出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
日
々
の

高
校
生
活
を
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

福岡 正臣 先生

美術科教諭。
自主活動部部長。

一日目の合同群舞の様子。この他にも防災フォーラム、18 歳選挙権
などを取り上げた企画と共に、歌やダンスで会場を盛り上げました。
二日目の一般公開日はたくさんのお客さんでにぎわいました。
 全クラスが協力して完成させたネットアート。今年は熊本城です。
この文化祭を企画・運営した実行委員たち。
特設ステージの後ろに立てる特大パネルのイラスト図。復興から学び、
新しい未来を創りあげていきたという想いを込めました。

1

2

3

4

5

文化祭カウントダウン看板の制作の様子。
みんなで協力して完成させました。

「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで
働く力」。社会人基礎力と呼ばれるこれらの
力を身につけるためには、生徒会活動や実行
委員会の運営は、まさに絶好の機会と言える
でしょう。今年創立 55 周年を迎える岡崎城
西高校の伝統ある行事の取り組みを通じて、
社会人基礎力育成の生の現場を見ました。

先生からひとこと

4

2

3

1文化祭で実践した岡崎城西高校の社会人基礎力

社会人基礎力の育成という観点から、今年度の文化祭を
進めるにあたり、岡崎城西高校では全校を挙げて以下
の内容を強く意識して臨みました。

クラスの中で、自分の任務を自覚し積極的に取り
組む。

クラスメイトの任務も知り、声をかけながら取り
組む。

自分の任務に少し高い目標を設定し、その実現
に向けて取り組む。

クラス企画に取り組む中で、生じた問題点など
を明らかにする。

クラス企画に取り組む中で、生じた問題点など
に対する解決策をつくる。

解決策をつくる際に、既存の発想にとらわれず
に考える。

自分の意見をクラスメイトにわかってもらえる
ように伝える。

クラスメイトが話しやすい環境をつくり、丁寧
に相手の意見を聴く。

クラスメイトの意見の違いを理解し、自分の考
えに固執しない。

クラスという集団の中で自分が何をすべきかを
理解する。

あくまで社会人のルールや人との約束を守りな
がら、クラス企画の実現に取り組む。

クラス企画に取り組む中で生じる様々な困難を、
自分の成長の機会だと前向きに解釈する。

主体性

ストレス
コントロール力

働きかけ力

実行力

課題発見力

企画力（計画力）

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

状（情）況把握力

規律性

5

文
化
祭
の
運
営
に

お
け
る
社
会
人
基
礎
力

の
育
成

岡
崎
城
西
高
等
学
校

文
化
祭
実
行
委
員
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福園 未来 さん（3 年 3 組）

岡崎市立六ツ美北中学校出身。
生徒会長、文化祭実行委員長。

ふくぞの  み  く

熊谷　真 君（3 年 11 組）

岡崎市立翔南中学校出身。
文化祭実行委員 総務。

くまがい　まこと
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安城学園の三幼稚園の建学の精神は『真心・努力・奉仕・感謝』。
子どもたちのやさしい気持ち、素直な心を伸ばすことを大切にしています。また、教職員一人ひとりが子どもたち
それぞれの個性や成長の度合いを見極め、きめ細やかな保育ができるように努めています。

幼稚園に入って

よかったこと

お母さんたちの “こえ” を
お 聞 き し ま し た

安城学園の

　桜井幼稚園には喜生のお兄ちゃんの時からお世話になっ

ているのですが、うちの子たちには遊び方を自分で考える

桜井幼稚園の方針がぴったりでした。社会では自分で考え

て行動する力が必要なので、遊びの中でそれを身に付けて

いってほしかったんです。喜生は物を作ることが特に好き

なので、園の造形教室にも楽しそうに通っています。先生

たちも子どもたちのことを細かく見ていてくださり、その

日の様子をおたより帳にびっしり書いてくれるんです！意

欲を引き出すのも本当に上手くて、お泊り保育でカレーを

作った時にはニンジンの切り方を褒められたらしく、家に

帰って「切ったニンジンを見て！」と言って、またカレー

を作り始めました（笑）。その様子をドキド

キしながらも見守り、我が子の成長を実

感しましたね。今年度でいよいよ卒園で

す。今年の七夕の喜生の短冊には「ずっ

と幼稚園にいたい」と書かれていて、

本当に幼稚園が大好きなんだという

気持ちが伝わってきました。

子どもの気持ちを上手に汲み取り、
得意や関心をぐんぐん伸ばしてくれます！

不安だった園生活も、温もりのある保育の
おかげで安心して任せられました。

　私自身初めての育児ということで、息子が上手く幼稚園

に馴染めるのか、とても心配していました。早生まれとい

うこともあり、他の子に比べて体も小さく動きもゆっくり

していたので尚更でしたね…。入園してしばらくは、門の

柵に顔をはめて泣きながら私を待っていて、それを見かね

て何度か早めにお迎えに行ったこともあるんです。しかし、

そんな佑樹も年少の終わり頃には園に慣れてきて、先生に

べったりくっつくようになりました。これも、アットホー

ムで一人ひとりを大切にしてくださるあたたかい雰囲気が

あったからでしょうね。それからはもう安心して園にお任

せしています。先生の上手な促しのおかげで入園前には想

像もできない程よく話しますし、様々なこと

に興味を持つようになり、この 2 年間の成

長には本当に驚きました。今回の教育後援

会会長も幼稚園への恩返しの意味を

込めてお引き受けさせていただいた

んです。手探りの子育てで、何から

何までご指導いただいて、先生方に

は本当に感謝しています。

　大学幼稚園の魅力は園独自の多彩なプログラムと充実した

設備です。好奇心旺盛な堅志は、英語やプール、体操などど

れも夢中になって参加しています。園長先生とのサッカーが

大好きで、課外活動の体操やピアノ、もじクラブにも通って、

とても充実した園生活です。家庭以外の場所で協調性や社会

性を身に付けてほしいと思い、規模が大きくしっかりとした

教育が受けられるこちらに入園しましたが、思っていた以上

に子どもたちは成長してくれました。入園してすぐは堅志も

お友達とけんかをする事もありましたが、今では思いやりを

持って接し、先生のお手伝いもできるようになりました。年

長として年下の子の面倒を見ることもあるそうで、

家では見られない世話好きな一面も知ることがで

きましたね（笑）。3人兄弟の末っ子の堅志で

すが、この園でたくさんのお友達ができ、

兄弟とは違った関係を学び築くことができ

ました。これからも幼稚園で育んだことを

大切にして、人の気持ちを大事にできる子

に育ってくれればと思います。

たくさんの経験ができる機会を与えたい。
子どもたちは想像以上に吸収してくれました。

愛知学泉短期大学附属幼稚園

愛知学泉大学附属幼稚園

愛知学泉大学附属桜井幼稚園

平家

母：知佳峰さん

子：堅志くん
　　（地球組）

けん  し　

上野家

母：晴菜さん

子：喜生くん
（あおぞら組）

よし  き

不安だった園生活も、温もりのある保育の
おかげで安心して任せられました。

　私自身初めての育児ということで、息子が上手く幼稚園

に馴染めるのか、とても心配していました。早生まれとい

うこともあり、他の子に比べて体も小さく動きもゆっくり

していたので尚更でしたね…。入園してしばらくは、門の

柵に顔をはめて泣きながら私を待っていて、それを見かね

て何度か早めにお迎えに行ったこともあるんです。しかし、

そんな佑樹も年少の終わり頃には園に慣れてきて、先生に

べったりくっつくようになりました。これも、アットホー

沓名家

母：久美子さん

子：佑樹くん
　　（地球組）

ゆう  き　

　豊
田
市
の
公
立
こ
ど
も
園
で
40
年
勤
め
、

今
年
度
よ
り
愛
知
学
泉
短
期
大
学
附
属
幼
稚

園
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

短
大
幼
稚
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
は
の
び
の
び

と
子
ど
も
ら
し
く
、
先
生
方
も
明
る
く
協
力

的
で
、
自
然
と
助
け
合
え
る
と
て
も
素
敵
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

　先
代
の
先
生
方
が
築
い
て
き
た
本
園
の
教

育
理
念
を
基
に
「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
」
現
在
の
園
の
ス
タ
イ
ル
を
守
り
つ
つ
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
広
げ

ら
れ
る
保
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
す
る
こ
と
に
無
駄

な
こ
と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
目
的
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

す
る
と
、
自
分
で
考
え
た
り
工
夫
し
た
り
す

る
中
、必
要
な
力
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、

そ
の
子
に
必
要
な
学
び
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
毎
日
が
試
行
錯
誤
で
す
が
、
園

長
と
し
て
園
全
体
を
見
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
た
ち
の
心
も
ち
に
気
を
配
り
、

保
護
者
の
方
の
心
配
や
不
安
に
寄
り
添
い
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
一
緒
に
考

え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

岡本 富子 先生

新園長

愛知学泉
短期大学附属幼稚園今

年
度
か
ら
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

サマーキャンプで木
製キーホルダー作り。
上手にできました！ 安城七夕まつりで

鼓笛パレードを披
露しました。

運動会では息の
合った組体操を見
てもらいました。サマーキャンプでカレー

を作りに挑戦。美味しい！

みんな仲良し！
お外で元気いっぱ
い遊んでいます。

ドキドキのお泊り
会。ぐっすり寝れ
たかな？
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